
（この紙は再生紙を利用しています。）www.tokyo-kasei.ac.jp

学生記者企画
学生記者が学園の

”“気になる!気になる! を紹介

2016年（平成 28 年）7月 15 日（ 1）第 72 号

学 園 新 聞

学校法人　渡辺学園
発行　総務部総務課

1－18－1 電話（3961）5226
〒173－8602 東京都板橋区加賀

東 京 家 政 大 学
東 京 家 政 大 学 大 学 院
東京家政大学短期大学部
附属女子高等学校・附属女子中学校
附 属 み どりケ 丘 幼 稚 園

第 72号 新理事長インタビュー ……………… １面
渡邉辰五郎賞・渡邉辰五郎奨励賞 

　　　贈賞式・記念講演会　挙行……… １面
大学のここが知りたい ! ! 41

　　　「かせい森の放課後等デイサービス」 … ２面
東京家政大学と狭山市との包括連携協定締結について … ４面
キッズ☆ダンスウェアデザインコンテスト … ４面
「大学は美味しい ! ! 」フェア2016に参加 … ４面

主
な
内
容

理
事
長
に
就
任
し
た
時
の
気
持
ち

理
事
長
に
就
任
し
た
時
の
気
持
ち

本
学
は
、
明
治
14
年
（
１
８

８
１
）
に
渡
邉
辰
五
郎
先
生
が

唱
え
ら
れ
た
「
女
性
の
自
主
自

律
」
と
い
う
精
神
の
下
、
建
学

さ
れ
ま
し
た
。
男
尊
女
卑
の
時

代
に
お
い
て
、
と
て
も
先
見
性

に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
精
神
の
下
、
１
３

５
年
間
実
践
し
つ
づ
け
て
き
た

理
念
へ
の
共
感
と
、
私
の
哲
学

と
の
一
致
を
強
く
感
じ
ま
す
。

私
は
長
年
、
日
本
の
「
失
わ

れ
た
20
年
」
再
生
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、「
経
済
」
や
「
平

和
」
だ
け
で
は
な
く
、「
女
性
」

や
「
教
育
」
の
活
性
化
も
重
要

な
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
と

考
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
4

月
1
日
に
は
女
性
の
職
場
に
お

け
る
活
躍
を
推
進
す
る
「
女
性

活
躍
推
進
法
」
が
成
立
し
、
女

性
が
社
会
に
羽
ば
た
く
こ
と
の

出
来
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
て
お
り
、
本
学
に
追
い
風

が
吹
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

本
学
の
教
育
は
ど
れ
も
が
現
在

の
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も

の
で
、
そ
う
い
っ
た
専
門
性
が

高
い
教
育
を
受
け
た
女
性
は
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
中
核
の
存
在

と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
私

の
母
や
娘
そ
し
て
妻
も
教
育
に

携
わ
っ
て
い
た
た
め
、「
女
性
」

や
「
教
育
」
の
活
性
化
は
大
変

で
す
が
と
て
も
大
事
と
い
う
印

象
を
非
常
に
強
く
持
っ
て
い
ま

す
。以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
構
造
改

革
な
ど
一
気
に
解
決
で
き
な
い

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

　
　

佐
藤
典
子 

氏

昭
和
63
年
に
家
政

学
部
栄
養
学
科
栄
養
学
専
攻
卒

業
後
、
同
年
4
月
よ
り
日
本
女

子
大
学
大
学
院
家
政
学
研
究
科

食
物
・
栄
養
学
専
攻
修
士
課
程

に
入
学
。
修
士
課
程
修
了
後
は

私
立
学
校
等
で
理
科
の
講
師
と

し
て
従
事
。教
員
研
修
講
座・
消

費
生
活
講
座
・
食
育
体
験
講
座

の
講
師
活
動
を
通
じ
て
地
域
社

会
に
貢
献
し
、
平
成
15
年
「
第

7
回
消
費
者
教
育
実
践
表
彰
」

優
良
賞
を
受
賞
。
平
成
23
年
か

ら
は
、郡
山
市
の
郡
山
女
子
大
学

に
て
教
職
課
程
の
教
員
と
し
て

学
生
の
教
育
に
尽
力
し
て
い
る
。

5
月
5
日
「
平
成
27
年
度
渡

邉
辰
五
郎
賞・
渡
邉
辰
五
郎
奨

励
賞 

贈
賞
式・記
念
講
演
会
」が

百
周
年
記
念
館
中
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
菅
谷
定
彦

理
事
長
、
川
合
貞
子
学
長
を
は

じ
め
、
役
員
、
役
職
者
が
多
数

列
席
の
上
、
保
坂
克
二
総
務
部

長
の
司
会
に
よ
り
贈
賞
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。
菅
谷
理
事
長
、

川
合
学
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
受

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
良
く
な

る
と
い
う
確
信
が
あ
り
ま
す
。

目
に
見
え
る
改
革
を
オ
ー
プ
ン

に
や
っ
て
い
き
た
い
の
で
、
周

囲
の
ご
理
解
の
上
で
学
園
の
経

営
を
見
直
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
着
手
し
て
い
き
た
い
こ
と

今
後
着
手
し
て
い
き
た
い
こ
と

ま
ず
第
一
に
、
先
生
方
に
お

願
い
し
、
渡
辺
学
園
全
体
の
教

育
の
質
を
あ
げ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
学
生
・
生
徒
が
活
き
活

き
と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る

よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
こ
れ
は
渡
辺
学
園
と

し
て
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。第

二
に
、
そ
の
た
め
に
は
経

営
基
盤
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
監
事
の
時
代
よ

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
時
代
に
即
し
た
現
段
階
で

の
要
不
要
の
判
断
を
適
切
に
行

い
経
費
削
減
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
学
の
意
志

や
伝
統
を
今
後
も
繋
い
で
い
け

る
よ
う
、
将
来
に
向
け
て
健
全

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
体

質
作
り
が
必
要
で
、
こ
れ
が
当

面
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
学
園
内
に
も
っ
と

挨
拶
を
増
や
し
た
い
で
す
。
学

内
に
入
っ
て
き
た
方
は
、
少
な

く
と
も
大
学
に
関
係
の
あ
る
方

で
す
。
そ
の
方
た
ち
に
対
し
て

は
、
是
非
学
生
・
生
徒
の
方
か

ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
2

年
前
監
事
に
な
り
大
学
に
足
を

踏
み
入
れ
て
以
降
、
私
だ
け
で

は
な
く
他
の
先
生
に
対
し
て
も

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

　
　

関
根
里
恵
氏

平
成
2
年
に
家
政

学
部
栄
養
学
科
管
理
栄
養
士
専

攻
卒
業
。
平
成
4
年
11
月
よ
り

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
栄

養
管
理
室
に
入
職
。
平
成
23
年

に
は
栄
養
管
理
室
長
に
任
命
さ

れ
、
平
成
25
年
に
は
病
態
栄
養

治
療
部
副
病
態
栄
養
治
療
部
長

と
し
て
入
院
・
外
来
患
者
の
栄

養
管
理
を
中
心
に
、
多
職
種
に

よ
る
医
療
連
携
を
実
践
し
て
い

る
。
ま
た
、
臨
床
経
験
を
有
す

る
管
理
栄
養
士
と
し
て
種
々
の

学
会
に
お
い
て
理
事
、
委
員
を

務
め
、
臨
床
栄
養
分
野
を
リ
ー

ド
し
活
躍
し
て
い
る
。

渡
邉
辰
五
郎
賞

渡
邉
辰
五
郎
賞

　
　

林　

小
春 

氏

昭
和
47
年
に
短
期

大
学
部
保
育
科
卒
業
後
、
同
年

4
月
よ
り
気
仙
沼
市
の
職
員
と

し
て
市
内
保
育
所
に
て
保
育
活

動
に
従
事
。
平
成
17
年
か
ら
平

成
23
年
ま
で
の
6
年
間
は
一
景

島
保
育
所
の
所
長
、
そ
の
後
、

1
年
間
を
内
ノ
脇
保
育
所
の
所

長
と
し
て
務
め
、
平
成
24
年
3

月
に
定
年
退
職
。

現
在
は
、
国
立
生
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
及
び
宮
城
県
こ
ど

も
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
で
一
景
島
保
育
所
の
園
児
に

対
す
る
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
活

動
や
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

誰
も
挨
拶
し
な
い
姿
に
「
挨
拶

し
な
い
学
校
な
ん
だ
な
あ
」
と

い
う
印
象
を
持
ち
続
け
て
い
ま

す
。
半
年
前
、
私
の
友
人
が
帝

京
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督
に

用
事
が
あ
っ
た
際
、
初
め
て
に

も
関
わ
ら
ず
学
生
達
が
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
礼
を
し
て
く
れ
た

事
に
感
動
し
帝
京
フ
ァ
ン
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。挨
拶
は
、人

に
好
感
を
も
た
れ
る
と
い
う
以

上
に
自
分
が
気
持
ち
の
良
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
後
援
会
会

報
誌
で
も
川
合
学
長
が
同
様
に

挨
拶
の
大
切
さ
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
ま
す
。
元
学
長
の
青
木

誠
四
郎
先
生
の
著
書
「
若
い
女

性
」
の
中
に
〝
知
ら
な
い
人
で

も
知
っ
て
い
る
人
で
も
、
時
に

は
憎
ら
し
い
と
思
う
人
に
も
に

こ
や
か
に
挨
拶
を
せ
よ
。
礼
儀

を
守
れ
。
そ
こ
に
お
互
い
の
尊

敬
と
愛
の
心
が
必
ず
起
こ
る
。〞

と
い
う
一
文
が
あ
り
、
今
一
度

目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
本
学
の
生
活
信
条
は

「
愛
情
・
勤
勉
・
聡
明
」
で
す

が
、「
礼
儀
」
や
「
礼
節
」
へ
の

記
載
は
な
い
の
で
、
付
け
加
え

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

先
生
の
学
生
時
代
に
つ
い
て

先
生
の
学
生
時
代
に
つ
い
て

幼
い
頃
か
ら
菅
谷
家
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る「
文
武
両
道
」

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

「
武
」に
お
い
て
は
テ
ニ
ス
に

熱
中
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
培
っ

た
体
力
や
勝
負
に
対
し
て
の
姿

勢
は
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

大
変
役
に
立
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
試
合
で
は
、
普
段
の
実
力

以
上
の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

普
段
の
練
習
で
実
力
の
向
上
に

学　歴
昭和32年 3月　甲陽学院高校卒業
昭和36年 3月　早稲田大学
 第一政治経済学部卒業
職　歴
昭和36年 4月　日本経済新聞社 入社
昭和46年 3月　日本経済新聞社
 ニューヨーク特派員
昭和62年 3月　日本経済新聞社
 米州編集総局長
 （在ニューヨーク）
平成 2年 3月　日本経済新聞社 取締役
 大阪本社編集局長
平成 5年 3月　日本経済新聞社
 常務取締役
 名古屋支社代表
平成10年 3月　日本経済新聞社
 専務取締役
 大阪本社代表
平成13年 6月　テレビ東京
 代表取締役社長
平成19年 6月　テレビ東京
 代表取締役会長
平成23年 6月　テレビ東京
 取締役相談役
平成26年 6月　テレビ東京 顧問

菅谷定彦 理事長

励
む
と
共
に
、
何
事
も
常
に
目

標
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

「
文
」
で
は
、中
学
1
年
の
頃

か
ら
の
夢
で
も
あ
る
新
聞
記
者

に
必
要
な
学
問
を
究
め
ま
し

た
。
元
々
作
文
が
と
て
も
得
意

で
し
た
し
、
人
に
会
う
こ
と
も

好
き
で
し
た
。
世
界
や
日
本
の

情
勢
に
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
聞
記

者
に
向
い
て
い
た
と
思
い
ま

す
。文

武
両
道
に
は
、
仕
事
と
家

庭
と
の
両
立
な
ど
色
々
な
形
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
事

だ
け
で
は
な
く
多
彩
な
事
に
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。
学
校
と
い

う
の
は
才
能
や
個
性
を
探
し
た

り
磨
い
た
り
す
る
場
で
す
。
焦

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ

く
自
分
の
才
能
を
見
極
め
て
、

一
番
自
分
に
向
い
て
い
る
道
に

進
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
一
に
、
な
に
よ
り
も
心
身

の
健
康
で
す
。
そ
の
象
徴
が
挨

拶
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
胸
を
張
っ
て
元
気

よ
く
挨
拶
を
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

第
二
に
、
選
挙
に
行
っ
て
欲

し
い
で
す
。
世
界
と
比
べ
日
本

は
女
性
議
員
の
数
も
圧
倒
的
に

少
な
く
、
女
性
の
社
会
進
出
は

遅
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
権
が
18

歳
に
下
が
っ
た
今
こ
そ
、
若
い

人
の
意
見
を
政
治
に
反
映
出
来

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
投
票
所
に

行
き
、
自
分
の
主
張
に
か
な
っ

た
人
に
投
票
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
現
状
の
女
性

の
社
会
進
出
の
遅
れ
を
、
貴
方

た
ち
の
世
代
に
打
開
し
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

低
迷
す
る
日
本
経
済
の
中

で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
女
性
の
品

格
と
覚
悟
が
試
さ
れ
る
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
の
景
気
回

復
の
た
め
に
も
重
要
な
、
女
性

の
よ
り
良
い
社
会
進
出
を
実
現

す
る
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る

理
事
長
の
熱
い
思
い
に
触
れ
る

こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な

時
間
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

渡邉辰五郎賞・渡邉辰五郎奨励賞
贈賞式・記念講演会　挙行

贈賞式　15:00～15:20
記念講演会　15:30～16:20
渡邉辰五郎賞
　林　小春 氏　「私の3.11」
渡邉辰五郎奨励賞
　佐藤典子 氏　「ふくしまで学んだこと」
　関根里恵 氏　「渡邉辰五郎奨励賞を受賞して」
お茶会　16:30～17:30

賞
者
へ
表
彰
状
と
副
賞
、
記
念

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
記
念
講
演
会
で
は
、
受
賞

者
が
上
記
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

ご
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会

終
了
後
は
お
茶
会
が
開
か
れ
、

な
ご
や
か
な
懇
談
の
後
、
閉
会

し
ま
し

た
。

新理事長インタビュー新理事長インタビュー新理事長インタビュー
平成28年４月に就任した菅

すが

谷
や

定
さだ

彦
ひこ

理事長に
学生記者がインタビューしました

菅谷理事長と学生記者中村祐希さん
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分
が
未
熟
で
あ
る
と
痛
感
し
ま

す
。
そ
し
て
、
保
育
者
と
し
て

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
く
こ
と

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
学
生
で
あ
る
今
の
重
要
性

と
有
効
性
に
気
が
付
く
の
で

す
。
不
安
は
決
し
て
な
く
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
不
安
を
取
り

払
お
う
と
す
る
向
上
心
を
持

ち
、
将
来
の
糧
と
な
る
学
び
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大
４
育
支　

高
澤
千
尋
さ
ん

私
は
今
回
、
千
葉
県
に
あ
る

私
立
幼
稚
園
に
行
き
ま
し
た
。

園
庭
が
広
く
、
風
が
良
く
通
る

明
る
い
園
舎
が
印
象
的
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
仲
が
深
ま
る

 

異
年
齢
保
育

私
が
こ
の
園
で
一
番
興
味
を

持
っ
た
の
は
縦
割
り
保
育
を
曜

日
単
位
で
行
っ
て
い
る
こ
と
で

平
成
28
年
4
月
1
日
、
狭
山

キ
ャ
ン
パ
ス
16
号
棟
1
階
に
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
放
課

後
の
療
育
と
居
場
所
づ
く
り
の

場
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。
開

所
の
目
的
は
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
、
一
人
ひ
と
り
の
発

達
を
見
据
え
て
自
立
し
た
人
生

を
応
援
す
る
た
め
と
、
子
ど
も

学
部
の
学
生
の
指
導
法
実
習
・

行
動
観
察
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
場
と
す
る
た
め
で
す
。
対

象
と
な
る
児
童
は
、
特
別
支
援

学
級
・
通
級
指
導
教
室
等
に
在

籍
し
て
い
る
小
中
学
生
で
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

決
定
を
受
け
て
い
る
児
童
で

す
。活

動
時
間
は
、
小
学
校
1
・

2
・
3
年
生
は
15
時
30
分
か
ら

16
時
45
分
、
小
学
4
年
生
以
上

15
歳
以
下
は
16
時
30
分
か
ら
18

時
の
２
部
制
で
す
。

大
４
育
支　

猪
又
菜
々
美
さ
ん

私
は
東
京
都
の
公
立
幼
稚
園

に
行
き
ま
し
た
。
明
る
い
子
ど

も
達
の
声
が
溢
れ
る
中
、
多
く

の
学
び
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

保
育
者
の
視
野

児
童
学
科
4
年
生
は
、
こ
れ

ま
で
保
育
実
習
3
回
、
幼
稚
園

実
習
1
回
と
、
実
習
経
験
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
幼
稚

園
実
習
は
こ
れ
ま
で
の
集
大
成

で
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
働
く

こ
と
を
強
く
意
識
し
た
実
習
で

し
た
。
私
は
全
て
の
実
習
に
お

い
て
「
視
野
の
狭
さ
」
を
痛
感

し
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど

も
が
生
活
す
る
場
に
お
い
て
全

体
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
理
解
や
安
全
管
理
等
、
保

育
を
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
今
回
の
実
習
に

向
け
、
私
は
視
野
を
広
く
持
つ

活
動
日
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
で
す
。
月
曜
日
は
運
動
、

火
・
水
曜
日
は
音
楽
、
木
・
金

曜
日
は
絵
画
・
造
形
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

活
動
方
針
は
、①
身
体
活
動
・

音
楽
・
絵
画
造
形
活
動
を
通
し

て
、
心
の
中
に
あ
る
思
い
を
表

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
の
安

定
を
図
る
と
も
に
自
己
肯
定
感

を
高
め
る
機
会
を
ふ
や
す
。
②

共
同
制
作
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
の
社
会

性
を
養
う
。
③
学
生
の
学
び
の

場
と
す
る
。
④
親
の
子
育
て
支

援
（
ペ
ア
レ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
）

を
応
援
す
る
。
の
4
つ
の
方
針

に
基
づ
い
て
活
動
し
て
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
の
指
導
は
、
豊

か
な
教
職
経
験
と
専
門
性
に
基

づ
い
た
指
導
員
が
、
本
学
の
柳

本
・
野
澤
・
保
坂
先
生
の
専
門

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
第
56
回
緑
苑
祭

の
テ
ー
マ
が
決
定
し
ま
し
た
。

教
職
員
・
学
生
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
、
緑
苑
祭
実
行
委
員
会

が
検
討
を
重
ね
、
大
1
教
福
・

福
島
佑
希
さ
ん
の
上
記
作
品
が

優
秀
賞
と
し
て
テ
ー
マ
に
決
定

し
ま
し
た
。
優
秀
賞
等
を
受
賞

し
た
学
生
に
は
緑
苑
祭
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

実
行
委
員
決
定

第
56
回
緑
苑
祭
実
行
委
員
長

は
大
2
管
士
・
波
多
野
亜
美
さ

ん
、
副
委
員
長
は
大
2
教
福
・

藤
沼
希
弥
さ
ん
で
す
。
狭
山
緑

苑
祭
実
行
委
員
長
は
大
2
子

支
・
永
井
純
麗
さ
ん
、
副
委
員

長
は
大
2
看
護
・
竹
下
ひ
か
り

さ
ん
、
大
1
看
護
・
小
島
彩
香

さ
ん
で
す
。
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
気
付
い

た
こ
と
は
、
保
育
者
と
し
て
必

要
な
視
野
は
広
さ
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
2
週
間

と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、

実
習
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
か
ら
、「
長
期
的
な
視
野
」
を

意
識
し
て
い
る
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
日
々

の
生
活
の
中
で
、
常
に
成
長
を

続
け
て
い
ま
す
。
保
育
者
は
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
を
理
解
し
た

う
え
で
、
次
に
何
を
学
び
得
て

ほ
し
い
か
を
考
え
、
直
接
学
び

を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
生
活

や
遊
び
の
中
で
子
ど
も
自
身
が

気
付
き
、
自
ら
学
び
得
ら
れ
る

よ
う
援
助
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

実
習
を
終
え
て

実
習
を
振
り
返
る
度
に
、
自

的
な
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
、
岩
田
・
宮
島
先
生
に
よ
る

医
療
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
専

門
職
を
目
指
す
意
識
の
高
い
学

生
の
参
加
（
７
月
か
ら
）
に
よ

る
特
色
あ
る
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
支
援
と
し

て
、
①
相
談
活
動
②
チ
ャ
ッ
ト

つ
く
し
（
茶
話
会
）
③
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
通
し

て
、
親
の
子
育
て
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

開
所
か
ら
ま
も
な
く
3
か
月

知
っ
て
る
海
外

 

そ
れ
っ
て
偏
見
？

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
今

年
度
か
ら
新
た
に
異
文
化
理
解

講
座
を
設
け
ま
し
た
。
海
外
と

聞
く
と
言
語
や
文
化
、
宗
教
な

ど
色
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て

き
ま
す
が
、
特
に
海
外
に
行
っ

た
こ
と
の
な
い
人
は
、
メ
デ
ィ

ア
で
流
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
と

て
も
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
、
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

海
外
の
姿
は
ど
れ
も
そ
の
一
部

を
切
り
取
っ
た
も
の
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
バ
ラ

バ
ラ
の
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
合
わ

せ
て
作
っ
た
「
海
外
」
が
、
本

当
の
海
外
の
姿
と
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
そ
の
た
め
に
無
意
識

の
う
ち
に
人
を
肌
の
色
や
生
ま

れ
で
差
別
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
宗
教
と

聞
い
て
、
過
激
派
を
思
い
浮
か

べ
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

一
つ
の
偏
見
で
す
。
世
界
の
ほ

に
な
り
ま
す
が
、
作
品
の
出
来

上
が
っ
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち

の
満
面
の
笑
顔
、
わ
が
子
の
行

動
の
変
容
に
感
激
し
涙
す
る
保

護
者
、
教
室
の
中
は
、
毎
日
が

ド
ラ
マ
の
連
続
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
成
長
期
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
・
成
長
と
、
保
護

者
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
も
含
め

支
援
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
立

し
充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ

う
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、学
生
に
と
っ

て
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
と
直
接
触
れ
合
う
体
験
は
、

自
分
の
教
育
観
を
確
立
す
る
上

で
貴
重
な
学
び
の
場
と
な
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

と
ん
ど
の
人
た
ち
は
私
た
ち
と

同
じ
よ
う
に
働
き
、
家
族
を
持

ち
、
学
び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
在
学
中
に
こ
の
講
座
を
聞

い
て
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
年

間
を
通
じ
て
様
々
な
国
内
・
海

外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
国
際
交

流
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

英
語
に
自
信
が
な
い
と
い
う
方

は
、
箱
根
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー

や
一
か
月
間
の
海
外
語
学
研
修

が
お
勧
め
で
す
。
も
っ
と
深
く

英
語
を
学
び
た
い
と
い
う
方
に

は
、
半
年
間
の
語
学
研
修
。
さ

ら
に
英
語
で
何
か
を
学
び
た
い

と
い
う
方
に
は
、
前
後
期
を
通

じ
て
実
施
す
る
語
学
・
専
門
研

修
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
期

で
自
分
の
専
門
を
学
び
た
い
と

い
う
方
に
、
栄
養
・
児
童
・
環

境
・
美
術
の
専
門
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
留
学
生
や
外
国

人
講
師
と
交
流
す
る
国
際
交
流

行
事
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
広
い
視
野
を

養
っ
て
く
だ
さ
い
。

平成29年度　大学院人間生活学総合研究科入試日程
〈全専攻　1期・2期入試実施　男女共学〉

大学院人間生活学総合研究科では、衣・食・健康・福祉から、心と保育・教育までを包括した人間の生命活動
と生存活動の探求を深め、新たな今日的課題に応える広く複眼的な視野を持った研究能力と課題解決能力のある
実社会でリーダーとなれる人材の養成を目指します。29年度入試日程は以下の通りです。
 （大学院事務室：03-3961-3473 ／ daigakuin@tokyo-kasei.ac.jp）

課程 専攻 定員 入試種別 説明会 試験日 出願期間 合格発表 入学手続期間

修士

児童学児童教育学 ５ 1期
一般・社会人特別
学内推薦  ※

7/6
（水）・

9/21
（水）

10/24
（月）

10/11
（火）～

10/17
（月）

10/27
（木）

10/31
（月）～

11/4
（金）

健康栄養学 ５

造形学 ４

英語・英語教育研究 ４

2期
一般・社会人特別
学内推薦  ※

12/7
（水）

2/6
（月）

1/16
（月）～

1/20
（金）

2/8
（水）

2/13
（月）～

2/17
（金）

臨床心理学 ８

教育福祉学 ４

博士後期 人間生活学 ３

※ 人間生活学専攻では学内推薦入試は実施しません。臨床心理学専攻は学内選抜入試を8月上旬に1回実施する予定です。
　 大学院の詳しい情報については、大学院HPで確認してください。

す
。
月
曜
日
か
ら
水
曜
日
は
年

齢
別
ク
ラ
ス
で
過
ご
し
、
木
曜

日
と
金
曜
日
は
異
年
齢
ク
ラ
ス

で
過
ご
し
ま
す
。
一
人
っ
子
も

末
っ
子
も
長
男
長
女
も
、
み
ん

な
が
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん

の
役
割
を
経
験
で
き
、
み
ん
な

が
弟
妹
の
役
割
を
経
験
で
き
る

よ
う
に
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
は
異
年
齢
ク

ラ
ス
の
初
日
と
2
日
目
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
年
齢
別
ク
ラ
ス
で
は

隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
そ
の
子

の
良
さ
や
、
優
し
い
気
持
ち
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
を
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら

見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

遊
び
の
中
の
学
び

園
庭
に
落
ち
て
い
る
竹
の
子

の
皮
を
使
っ
て
ケ
ー
キ
を
作
り

始
め
た
男
の
子
た
ち
に
混
ざ
っ

て
遊
ん
で
い
た
と
き
で
す
。
竹

の
子
の
皮
を
砂
が
入
っ
た
お
皿

の
中
で
擦
る
と
き
れ
い
に
な
る

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実

際
に
産
毛
の
よ
う
に
う
っ
す
ら

と
生
え
て
い
た
毛
が
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
竹
の
子
の
皮
に

毛
が
生
え
て
い
る
こ
と
、
摩
擦

に
よ
っ
て
毛
が
な
く
な
る
こ
と

を
、
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
な
が

ら
学
ん
で
い
る
の
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
考
え
る
力
、
好
奇
心

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

実
習
を
終
え
て

最
後
の
実
習
を
終
え
、
い
よ

い
よ
次
に
子
ど
も
た
ち
の
前
に

立
つ
の
は
保
育
士
に
な
っ
た
と

き
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

学
び
を
生
か
し
な
が
ら
、
残
り

の
学
生
生
活
で
更
な
る
学
び
を

得
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学生記
者の 実習体験記

第56回緑苑祭のテーマが決定!!第56回緑苑祭のテーマが決定!!

Ｋａｓｅｉの輝きＫａｓｅｉの輝き
～無限世界へ大冒険～～無限世界へ大冒険～

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

か
せ
い
森
の
放
課
後
等

か
せ
い
森
の
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス  

つ
く
し

つ
く
し  

開
所
開
所

かせい森の放課後等
デイサービス

大学の
ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！
大学の

ここが知りたい！！
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絵画・造形活動
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熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
害
に

遭
わ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
は
公
認
サ
ー
ク
ル

「
ボ
ラ
ガ
ー
ル
」を
通
じ
て
板
橋

キ
ャ
ン
パ
ス
・
狭
山
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
募
金
箱
を
設
置
し
義
援

金
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
支
援
学
科
有
志
学

生
が
狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
前

と
稲
荷
山
公
園
駅
前
に
て
募
金

協
力
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
義
援
金
は
ボ
ラ

ガ
ー
ル
の
本
部
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
協
会 ivusa

（http://w
w
w
.

ivusa.com

）を
と
お
し
て
現
地

に
送
ら
れ
ま
す
。

【
募
金
箱
設
置
場
所
】

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

● 
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
前
（
16

号
館
）、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

前
（
百
周
年
記
念
館
）

●
図
書
館
内

狭
山
キ
ャ
ン
パ
ス

●
学
務
課
前

中
学
校
（
一
貫
部
）・
高
等
学

校
で
は
創
立
１
３
５
周
年
を
記

念
し
て
制
服
と
カ
バ
ン
を
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
伝
統
」「
清
楚
」

「
気
品
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

よ
り
美
し
く
、
よ
り
女
性
ら
し

く
で
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
に
こ
だ
わ
り
、
風

合
い
や
機
能
性
に
加
え
、
裏
地

の
パ
イ
ピ
ン
グ
や
ド
ッ
ト
柄
な

ど
オ
シ
ャ
レ
を
プ
ラ
ス
し
ま
し

た
。「
着
心
地
」「
機
能
性
」
を

重
視
し
た
パ
タ
ー
ン
は
、
体
の

動
き
に
合
わ
せ
る
ス
ト
レ
ッ
チ

性
、
汚
れ
か
ら
制
服
を
守
る
撥

水
・
撥
油
加
工
を
施
し
、
快
適

板
橋
図
書
館
で
は

外
壁
改
修
工
事
及
び

集
密
書
架
設
置
に
よ

り
、次
の
2
点
で
ご
利

用
に
制
限
が
発
生
し

ま
す
。

書
庫
ス
ペ
ー
ス
拡
大
の
た

め
、B2
の
書
架
を
集
密
書
架
に

入
れ
替
え
ま
す
。入
れ
替
え
作

業
中
は
外
部
倉
庫
へ
資
料
を

預
け
る
予
定
で
す
。外
部
倉
庫

と
の
移
動
の
最
中
は
資
料
請

求
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

も
う
夏
休
み
の
計
画
は
立

て
ま
し
た
か
？
夏
休
み
中

は
、
貸
出
期
間
が
通
常
よ
り

長
く
な
り
ま
す
。
普
段
は
忙

し
く
て
時
間
が
な
い
と
い
う

方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
読

書
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

閉
鎖
期
間
は
下
記

の
表
の
通
り
で
す
。期

間
中
は
、開
館
し
て
い

る
図
書
館
別
館
か
ら

資
料
の
請
求
が
で
き

ま
す
。

ご
希
望
の
際
は
別

館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

に
着
用
で
き
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ

ン
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
柄
で
ブ

ル
ー
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ン
の
チ
ェ
ッ
ク
ス
カ
ー
ト
、
ブ

ル
ー
で
襟
が
白
の
ク
レ
リ
ッ
ク

ブ
ラ
ウ
ス
、
白
の
ニ
ッ
ト
ベ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

kasei

ブ
ラ
ン
ド
の
刺
繍
を
施

し
た
制
服
で
す
。
生
徒
が
そ
の

日
の
気
分
に
合
わ
せ
制
服
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
規
律
正

し
く
着
用
す
る
こ
と
を「
自
律
」

の
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。
制

服
を
着
用
す
る
こ
と
で
本
校
の

生
徒
で
あ
る
「
自
覚
」
を
持
ち

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
自
主
自

律
」
と
い
う
共
通
目
標
の
も
と

助
け
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
か
う

「
決
意
表
明
」と
し
て
制
服
の
存

4
月
10
日
に
36
名
の
新
入
園

児
を
迎
え
、
新
し
い
環
境
に
少

し
不
安
で
泣
い
た
り
、
保
護
者

か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ
た
り
す

る
子
ど
も
た
ち
も
、
年
中
組
や

年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
が
新
入

園
児
に
園
内
を
案
内
し
た
り
、

一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

年
中
組
や
年
長
組
の
子
ど
も

た
ち
も
新
入
園
児
と
接
す
る
中

で
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に
な
っ

た
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

園
庭
で
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

す
く
い
や
草
花
で
の
色
水
作

り
、
学
内
の
原
っ
ぱ
へ
散
歩
に

出
か
け
る
な
ど
、
自
然
と
た
く

さ
ん
触
れ
合
う
中
で
、
身
体
を

動
か
し
た
り
、
好
き
な
遊
び
を

楽
し
ん
だ
り
、
保
育
者
や
友
達

と
一
緒
に
過
ご
す
中
で
安
心
し

て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

保
育
者
に
親
し
み
が
持
て
る

よ
う
に
な
り
、
幼
稚
園
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
年
少
組
。
進
級
し
た
こ
と

を
喜
び
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
る
年
中
組
。
友
達

と
協
力
し
な
が
ら
当
番
活
動
に

張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
年
長

組
。

在
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
３
・
４
・
５
歳
児

の
異
年
齢
ク
ラ
ス
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
食
事
で
は
今

ま
で
は
大
人
が
定
量
を
盛
り
付

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
幼
児
（
４
・
５
歳
児
）
は
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
食
事
を
し

て
い
ま
す
。
お
か
ず
の
盛
り
付

け
の
サ
ン
プ
ル
を
見
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
食
べ
ら
れ
る
量
を
考
え
て

ト
ン
グ
や
ス
プ
ー
ン
で
自
分
の

お
皿
に
盛
り
つ
け
て
い
ま
す
。

３
歳
児
は
、
大
人
が
盛
り
付
け

を
し
て
い
ま
す
が
、
果
物
は
ト

ン
グ
で
自
分
の
お
皿
に
取
り
ま

す
。〝
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
！
〞

と
取
り
す
ぎ
て
い
た
４
・
５
歳

児
も
実
際
に
食
べ
て
み
て
〝
多

か
っ
た
な
…
食
べ
き
れ
な
い
な

…
〞
と
感
じ
、
徐
々
に
自
分
で

考
え
て
調
整
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
苦
手
な
も

の
を
取
ら
な
い
と
き
に
は
、「
次

は
食
べ
ら
れ
る
と
い
い
ね
」
な

ど
と
声
を
か
け
、
子
ど
も
達
の

気
持
ち
・
主
体
性
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も
自
分

で
盛
り
付
け
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
食
べ
ら
れ
る
量
を
知

り
、
楽
し
く
食
事
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

熊
本
地
震
の
義
援
金
募
金
活
動
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
一
日

一
日
を
大
事
に
過
ご
し
な
が
ら

日
々
成
長
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た

ち
の
心
豊
か
で
、
心
身
共
に
た

く
ま
し
い
成
長
発
達
」
を
目
指

し
、
日
々
保
育
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。「
早
く
幼
稚

園
に
行
き
た
い
！
先
生
や
お
友

達
と
遊
び
た
い
！
」
と
い
う
気

持
ち
が
た

く
さ
ん
出

て
き
ま
す

よ
う
に
！

　熱中症は７月や８月だけでなく５月の急
に気温が上がる日や残暑が厳しい９月以降
もかかるおそれがあります。熱中症にかから
ないようにするためには、正しい知識と応急
処置法を知っておくことが必要です。
熱中症予防
温度に気をくばりましょう
＊天気や気温を知る
＊日陰を選んで歩く
＊日傘や帽子の活用
＊エアコンや扇風機を上手に使う
＊涼しい素材の服を着る
　 木綿・麻などの自然素材や吸汗・速乾性に
優れた素材を選ぶ
飲物を持ち歩きましょう
＊こまめな水分補給
　 喉が渇く前、暑いところに出る前から水分
補給
　 スポーツドリンクや塩分の含んだ飴など
を携帯し水分と一緒に塩分補給
休憩をとりましょう
＊涼しい場所で休息
＊ぐっすり眠れる環境づくり
＊自分の体調を知ろう
栄養をとりましょう
＊朝食を抜かない
　 夏バテでも食材選びや調理方法を工夫し
て無理なく栄養補給
＊夏風邪のときも要注意
熱中症の応急処置
●涼しい場所へ避難
　 風通しのよい日陰やクーラーの効いてい
る室内へ避難
●服を脱がせてとにかく冷やす
　 水をかけ、うちわや扇風機などであおぐこ
とで体を冷やしたり氷嚢などで首すじ、脇
の 下、 大腿の付け根、股関節に当てること
も有効
●水分・塩分補給
●医療機関へ運ぶ
　 意識がないなど、自力で水分の摂取ができ
ない時は、緊急で医療機関に搬送すること
が最優先の対処方法
　なんとなく体調が悪い、普段と違うと感じ
た時は無理せず保健センターに相談して下
さい。

中
学
校
・
高
等
学
校

か せ い

の
お
う
ち

の
お
う
ち

森

保健
センター 熱中症予防

気をつけていますか

◀
ブ
レ
ザ
ー
×
チ
ェ
ッ
ク
ス
カ
ー
ト

◀
カ
ラ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
×
ニ
ッ
ト
ベ
ス
ト

◀
コ
ー
ト
・
メ
イ
ン
バ
ッ
ク

◀
盛
夏
服

「おべんともってはらっぱへ」

いただきます

狭山キャンパス
正門前にて

どのくらい食べられるかな？
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平
成
28
年
度
新
入
生
成
績
優
秀

者
奨
学
金
採
用
者
授
与
式

新
入
生
成
績
優
秀
者
22
名
に

対
し
、
奨
学
金
授
与
式
が
各

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
4
月
20
日
、
家
政
・
人
文

学
部
、
短
大
は
板
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
理
事
長
・
学
長
の
挨

拶
の
後
、

学
長
よ
り

一
人
ひ
と

り
に
決
定

通
知
が
手

渡
さ
れ
、

狭
山
市
は
、
市
内
に
あ
る
大

学
と
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
む
中
で
、
若
い
世
代
の
感

性
や
発
想
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
た
め
、
市
内
の
大
学
と

包
括
連
携
協
定
の
締
結
を
決
め

ま
し
た
。
狭
山
市
に
あ
る
大
学

は
東
京
家
政
大
学
の
他
、
西
武

文
理
大
学
、武
蔵
野
学
院
大
学
、

武
蔵
野
短
期
大
学
の
4
大
学
で

す
。
本
学
は
、
川
合
貞
子
学
長

が
平
成
28
年
4
月
18
日
狭
山
市

役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
出

席
し
ま
し
た
。

こ
の
包
括
連
携
協
定
に
は
、

大
学
と
狭
山
市
が
積
み
上
げ
て

き
た
協
力
関
係
を
よ
り
一
層
強

化
す
る
こ
と
、ま
た
、４
大
学
の

学
生
ら
に
「
若
い
世
代
を
狭
山

に
呼
び
込
む
」
た
め
の
魅
力
づ

く
り
事
業
を
企
画
・
立
案
し
て

も
ら
い
、
市
の
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
目
的
が
あ
り
ま
す
。

㈱
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
㈱
の
産

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
キ
ッ

ズ
☆
ダ
ン
ス
ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
服
飾

美
術
学
科
の
卒
業
生
（
当
時
4

年
）
阿
比
留
弓
葵
さ
ん
、
佐
々

木
香
織
さ
ん
が
応
募
し
た
作
品

2
点
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、

3
月
17
日
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
作
品
発
表
の
場
と
し

て
4
月
28
日
〜
30
日
に
開
催
さ

平
成
28
年
3
月
30
日
の
全
学

部
合
同
教
授
会
に
て
、
3
月
31

日
を
も
っ
て
理
事
長
を
退
任
し

た
清
水
司
前
理
事
長
へ
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
清
水
司
前
理
事
長
に

は
平
成
28
年
4
月
1
日
に
名
誉

理
事
長
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
16
年
3
月
31
日
付
で
定

年
退
職
さ
れ
た
齋
藤
禮
子
名
誉

教
授
が
、永
年
の
教
育・
研
究
功

績
に
よ
り
、
平
成
28
年
春
の
叙

勲
で
4
月
29
日
に
瑞
宝
小
綬
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、叙

勲
伝
達
式
は
5
月
12
日
に
国
立

劇
場
大
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
新

宿
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
「
大

学
は
美
味
し
い
!!
フ
ェ
ア
２
０

１
６
」
に
栄
養
科
宮
尾
茂
雄
教

授
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
19
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
企
業
や
農
協
の

ご
協
力
の
も
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
か
ら
商
品
開
発
、
デ
ザ
イ

ン
ま
で
行
い
、
完
全
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

江
戸
東
京
野
菜　

福
神
漬

江
戸
時
代

か
ら
東
京
で

作
り
続
け
ら

れ
て
い
る
江

戸
東
京
野
菜

の
中
か
ら
、
七
種
の
野
菜
を

使
っ
て
福
神
漬
に
し
ま
し
た
。

花
乳
酸
菌
の
野
菜
ジ
ェ
ラ
ー
ト

じ
ゃ
が
い
も
の
花
か
ら
分
離

し
た
植
物
由
来
の
乳
酸
菌
を
使

大
学
10
号
館
及
び
学
生
ホ
ー

ル
の
改
修
工
事
が
昨
年
度
に
引

き
続
き
5
月
か
ら
来
年
2
月
末

ま
で
の
予
定
で
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
工
事
は
大
学
10

号
館
及
び
学
生
ホ
ー
ル
空
調
設

備
・
照
明
設
備
の
更
新
及
び
図

書
館
（
1
・
2
階
閲
覧
室
）
天

井
の
耐
震
対
策
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
両
建

物
外
壁
改
修
と
図
書
館
地
下
へ

蔵
書
冊
数
増
加
へ
の
対
応
と
し

て
集
密
書
架
の
設
置
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

両
建
物
の
改
修
工
事
は
一
段
落

し
ま
す
。
安
全
に
配
慮
し
工
事

を
進
め
ま
す
の
で
ご
理
解
、
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

学
園
で
は
、
東
日
本
大
震
災

直
後
の
法
律
に
よ
る
節
電
終
了

後
も
、
継
続
し
て
節
電
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
を

れ
た
「
第
40
回 

日
本
ホ
ビ
ー

シ
ョ
ー
」
の
中
で
、
各
校
（
杉

野
服
飾
大
学
、東
京
家
政
大
学
、

文
化
学
園
大
学
）
10
点
ず
つ
の

作
品
が
キ
ッ
ズ
モ
デ
ル
の
ダ
ン

ス
と
共
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
て
い
た
5

点
か
ら
、
佐
々
木
香
織
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
よ
り
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
5
点
は
商
品
化
さ

れ
、
4
月
末
か
ら
全
国
の
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
・
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

用
し
て
発
酵

さ
せ
た
野
菜

ペ
ー
ス
ト
が

入
っ
て
い
ま

す
。
じ
ゃ
が

い
も
・
え
だ
ま
め
・
に
ん
じ
ん
・

と
う
も
ろ
こ
し
の
4
種
類
の
製

品
を
販
売
し
ま
し
た
。

連
日
、
当
日
分
が
早
い
う
ち

に
完
売
す
る
な
ど
大
変
好
評
で

し
た
。
学
生
に
は
、一
連
の
作
業

を
自
ら
体
験
す
る
な
か
で
、
企

画
・
実
行
力
、
協
調
性
な
ど
社

会
で
必
要
な
基
礎
力
を
身
に
つ

け
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

踏
ま
え
節
電
と
一
体
と
な
っ
た

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
も
取
り
組
む

対
策
と
し
て
冷
房
時
の
室
温
目

標
を
28
℃
に
し
、
上
着
及
び
ネ

ク
タ
イ
を
着
用
せ
ず
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
文
部
科
学
省
よ

り
「
夏
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
に
つ
い
て
」
と
し
て
通
知
が

あ
り
、「
特
別
な
節
電
要
請
」
は

な
い
が
、「
無
理
の
な
い
範
囲
」

で
、
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

取
り
組
む
よ
う
要
請
が
あ
り
ま

し
た
（
詳
細
は
文
部
科
学
省
Ｈ

Ｐ
を
参
照
）。
ま
た
、本
学
は
法

律
及
び
都
条
例
に
よ
り
省
エ
ネ

推
進
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
極
力
、
教
育
研
究
活
動
な

ど
へ
の
影
響
を
回
避
し
た
節

電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
問
合
先
：
財
務
部
管
財
課
）

そ
の
後
、
学
科
長
・
科
長
・
ク

ラ
ス
担
任
も
交
え
、
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、看
護
・

子
ど
も
学
部
は
4
月
28
日
狭
山

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
学
部
長
よ

り
決
定
通
知
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
開
催

5
月
15
日
（
日
）、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
講
座
の
一
つ
と

し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
①
校
祖
で
あ
る
渡
邉
辰
五

郎
先
生
縁
の
地
を
訪
ね
、
本
学

の
建
学
の
精
神
、
沿
革
・
歴
史

を
理
解
す
る
②
他
者
と
の
協
働

体
験
を
と
お
し
て
、
学
生
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
3
年
目
の
今
回
は
学
生
92

名
、
教
職
員
34
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

北
区
×
東
京
家
政
大
学

ふ
れ
あ
い
食
事
会
開
催

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
北
区
在
住
の
高

齢
者
世
代
の
方
を
対
象
に
学
生

食
堂
に
て「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
月
2
回

年
間
15
回
の
実
施
を
予
定
し
て

お
り
、
高
齢
者
が
会
食
を
通
じ

孤
独
感
の
解
消
や
閉
じ
こ
も
り

防
止
、
社
会
参
加
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
生
も
食
事
会
に
参
加
し
、
食

事
を
通
し
て
異
世
代
間
の
交
流

を
深
め
る
貴
重
な
経
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。
食
後
に
は
家
政
大

学
独
自
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
お
り
、
教
員
に
よ
る
講

義
や
、
学
生
に
よ
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

平
成
28
年
3
月
に
退
職
さ
れ

た
中
村
精
二
教
授
に
「
東
京
家

政
大
学
名
誉
教
授
」
の
称
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
学

園
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
学
内

外
で
ご
活
躍
、
教
育
上
の
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
た
他
、
永
年

に
わ
た
り
学
園
の
教
育
・
研
究

の
発
展
に
ご
尽
力
ご
貢
献
い
た

だ
き
ま
し
た
。
授
与
式
は
6
月

14
日
百
周
年
記
念
館
3
階
第
3

会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
家
政
大
学
と
狭
山
市
と
の

東
京
家
政
大
学
と
狭
山
市
と
の

包
括
連
携
協
定
締
結
に
つ
い
て

包
括
連
携
協
定
締
結
に
つ
い
て

キ
ッ
ズ
☆
ダ
ン
ス
ウ
ェ
ア

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

清
水
司
前
理
事
長
へ

花
束
贈
呈

名
誉
理
事
長
の
称
号
授
与

齋
藤
禮
子
名
誉
教
授

春
の
叙
勲
で

瑞
宝
小
綬
章
受
賞

通学路における通学路における
通行マナーについて通行マナーについて
（お願い）（お願い）

よりよい交通マナーは
一人ひとりの思いやり・心がけから

　十条駅から本学までの通学路は短い距離ですが、学生・生徒・教職員を合わせ
約８千人が通学・通勤しています。一人ひとりのマナー改善について、ご理解・
ご協力をお願いします。

●道路いっぱいに広がり、一般通行者の邪魔になっている。
●歩きながらスマホを操作し、危険で迷惑になっている。
●遮断機が降りかかってから、無理に踏み切りを渡ろうとする。（特に登校時）
●大声で話している。（特に下校時）

「
大
学
は
美
味
し
い

「
大
学
は
美
味
し
い
!!!!
」」

フ
ェ
ア
２
０
１
６
に
参
加

フ
ェ
ア
２
０
１
６
に
参
加

大
学
大
学
1010
号
館
等
改
修
工
事
及
び

号
館
等
改
修
工
事
及
び

今
夏
の
節
電
へ
の
お
願
い

今
夏
の
節
電
へ
の
お
願
い

左から㈱イトーヨーカ堂御子柴 誠氏
CHEER　横内さやか氏
佐々木香織さん、阿比留弓葵さん
山田民子服飾美術学科長
倉みゆき准教授、古川寛教授

佐々木さんの
作品

阿比留さんの
作品

小谷野狭山市長と４大学学長 小谷野狭山市長と川合学長

花束贈呈の後、挨拶を
する清水司前理事長

6月28日 本学にてお祝いの会
前列中央　齋藤禮子 名誉教授

狭山キャンパス

板橋キャンパス

本学前身の和洋裁縫伝習所の
跡地にて

渡邉辰五郎先生の眠る
谷中霊園墓地にて

前列中央　中村精二 名誉教授

本学　学生食堂にて

ミニイベントの様子


